
１９９９年（平成１１年），中央教育審議会から「初

等中等教育と高等教育の接続の改善について」

の答申が出されて以来，高等学校での大学教員

の出前授業や，大学等における学修の単位認定，

高等学校と大学との連絡協議会の設置などの取

組が拡大してきている。

日本工業大学は１９６７年（昭和４２年）の開学

以来，常に高等学校と大学との教育の連携に取

り組んできている。本学は，その「建学の精神」

第２項に「実習，製図など工業高等学校卒業程

度の技術的能力を備えた人材を集め，それら知

識の延長においてさらに高度の技術教育を行

う」と謳って，開学時にすでに工学教育におい

て高等学校特に工業系高等学校と大学の教育連

携の重要性を認識している。そして，２００７年

（平成１９年）の学園創立１００周年には建学の精

神をふまえて，「日本工業大学の理念」第２項

に「技術教育の理想追及と実践」を定め，高等

学校と大学教育をリンクさせた工学教育理想像

の模索，実践の再確認を行っている。

本稿では，これまで本学が行ってきた高大連

携教育の諸活動について紹介する。

（１） 高大連携教育の目的

学習指導要領の弾力的な運用等により，高等

２．高大連携教育の取組

１．はじめに

１

学校の多様化と選択幅の拡大が急速に進んでい

る。この結果，特定の分野について高い能力と

強い意欲を持ち，大学レベルの教育に触れる機

会を希望する生徒が増加している。

高大連携教育は，このような高等学校の授業

の発展的な内容を学びたいという生徒の希望に

応えるために，大学教員が「出前授業」や「も

のづくり教室」などを実施して大学教育への動

機づけを行うとともに，高等学校教員と大学教

員の交流を構築し，高等学校・大学双方の教育

の活性化を図ることをねらいとしている。

（２） 高大連携教育に関する研究内容

本学では，平成１７年度より学修支援センター

を設置し，学修の個別指導，健康・精神面での

ケア，あるいは経済問題や交友関係の悩みの相

談など，学生が抱えるあらゆる問題の解決につ

いて，全学的な支援体制を組んでいる。

また，出前授業については，中央教育審議会

の答申以降，本学卒業の高等学校現職教員を通

じて，年間３０回程度の出張授業を行ってきた。

平成１９年度からは，工業教育研究所内に設置

した高大連携プロジェクト室を中心に，大学全

体で，下記のような組織的・計画的な高大連携

教育を一層拡大し，推進している。

① 「出前授業」などを実施するとともに，高

等学校教員対象の研究会・研修会を開催し，教

員の資質向上に貢献する。また，高校生・高校

教員・大学教員等の満足度を把握するためにア

高大連携による工業教育の活性化

日本工業大学　学長　柳澤　章



ンケート調査を行い，効果を測定し，高大連携

教育の充実・改善を図る。

②　高等学校の生徒が，明確な進路・目的意識

をもって適切な進路選択ができるように，高校

の進路指導体制を支援する。そのために，大学

選定のポイント，高校時代に勉強しておくこと

など，大学進学へのガイダンスなどについても，

「出前授業」の一貫として実施する。また，高

校生の研究室インターンシップも積極的に受け

入れ，大学での教育・研究の実態を肌で感じる

ことができるような機会をつくる。

③　高等学校と大学の連絡協議会を設置し，相

互理解を深め，高大連携教育のあり方を研究す

る。

④　高校生の大学における学修を高等学校の単

位として認定することや，大学へ科目履修生と

して高校生を受け入れることについて，今後，

検討を進めていく予定である。

（３） 高大連携教育の取組

①　出前授業等の実践

平成２０年度は，延べ84回の出前授業等を実

施した。表１に都県別及び学科別の実施状況を

示す。２１年度は，１０２テーマのプログラムを用

意している。

②　研究室インターンシップ

平成２０年度は，東京都立蔵前工業高校の生徒

１０名が，８月の３日間，機械工学科，情報工

学科，建築学科の研究室でインターンシップを

体験した。また，東京都立墨田工業高校の生徒

４名が，１２月の２日間，建築学科の研究室で体

験した。

③　アンケート調査

図１に出前授業実施８６校，１９２７名の高校生の

アンケート結果の一部を示す。

高等学校の生徒は，意欲を持って授業に取り

組み，興味・関心が持てた，おおむね満足でき

たと答えている。

また，高校教員は，授業はやや難しい内容も

あったが，興味・関心が湧く講義であったと評

２

M：機械　P：ものづくり環境　S：創造システム　E：電気

電子　C：情報　A：建築　L：生活環境デザイン　H：共通

教育

表１　出前授業都県別及び学科別実施状況

「この授業の満足度はどうでしたか」

「授業について，興味や関心を持ちましたか」

図１　出前授業アンケート結果



価している。

大学教員は，高等学校，生徒の様々な状況を

踏まえ，指導方法を工夫して対応していきたい

と答えている。

④　高大連携協定の推進

平成２１年９月１日現在，６１校と協定を結んで

いる。

⑤　高大連携連絡会の開催

高校と大学教員の交流を図るために，高大連

携連絡会を年度末に開催している。平成１９年度

は１５名，２０年度は２３名の高校教員が出席し，出

前授業の実施状況など，高大連携教育の在り方

について，文部科学省初等中等教育局教科調査

官池守滋氏の指導のもとに，大学教員との意見

交流を行った。

現在，約１２００名の本学卒業生が，全国の小学

校・中学校・高等学校などで教職に就いている。

平成１７年４月に「日本工業大学卒業現職教員

の集い実行委員会」を組織し，毎年研修会を開

催している。この研修会の趣旨は，全国の同窓

の教員が一堂に会し，各地区・学校の課題につ

いて率直に意見を交換し合い，交流を深めるも

のである。以下に現在までの本学卒業現職教員

の集いの内容を示す。

（１） 第１回

３．現職教員研修会の開催
平成１７年９月１７日（土） 於フロラシオン青山

講演：「わが国のものづくり教育について」

講師：辻谷工業代表取締役社長辻谷政久氏

―国際規格の「砲丸」製作者―

参加者：現職教員４１名，大学職員３３名，学生１１名

（２） 第２回

平成１８年１２月３日（日） 於東京ガーデンパレス

講演：「本田宗一郎から学んだものづくりの　

極意」

講師：西技術士事務所所長技術士西　嶢祐氏

元ホンダエンジニアリング工業（株）

常務取締役

３

図２　出前授業風景
（平行二輪車「セグウェイ」を体験する高校生）

表２　高大連携協定校



参加者：現職教員５４名，大学職員４５名，学生２３名

（３） 第３回

平成１９年１２月１日（土） 於東京ガーデンパレス

①講演：「元気を出せ中小企業」

講師：政策研究大学院大学教授橋本久義氏

②研究協議　研究発表１：「小中一貫したもの

づくり教育」東京都大田区大森第二中学校教諭

濱川一彦氏（システム工学科昭和６１年卒）

研究発表２：「高校生ものづくりコンテスト

全国大会に携わって」昭和第一学園高等学校教

諭田辺登氏（建築学科修士課程昭和６０年修了）

参加者：現職教員１０８名，大学職員５３名，学生４９名

（４） 第４回

平成２０年６月２８日（土） 於本学LCセンター

①講演：「日本工業大学教育の新たな展開」

講師：日本工業大学学長　柳澤　章

②研究協議　研究発表１：「中学校技術科の現

状と課題」埼玉県越谷市立富士中学校教諭　唐

沢文夫氏（電気電子工学科昭和５０年卒）

研究発表２：「教材研究から見える工業高校の

課題」東京都立葛西工業高等学校教諭高岩千尋

氏（電気電子工学科平成１１年卒）

参加者：現職教員４８名，大学職員８３名，学生３０名

（５） 第５回

平成２１年７月１１日（土） 於本学LCセンター

研究協議　研究発表１：「義務教育における教

員の職務」東京都世田谷区立用賀中学校主幹永

野祥夫氏（電気電子工学科平成３年卒）

研究発表２：「生徒の個性を生かす課題研究」

埼玉県立越谷総合技術高校教諭津野章久氏（機

械工学科昭和６１年卒）

参加者：現職教員６８名，大学職員７２名，学生５０名

現職教員の集いは，本学卒業生で組織する各

都道府県の代表者からなる実行委員会が企画運

営している。講演や研究協議会では，学校現場

の今日的な課題が発表され，熱のこもった協議

が行われている。また，参加者が「実験・実習」

や「課題研究」の教材を持ちより，日々の授業

実践に不可欠な教師力を高め合う交流会も実施

している。

（１） ジュニアマイスター顕彰制度

この制度は，全国工業高等学校長協会が，工

業高校の活性化策の１つとして，すべての工業

高校生に資格取得を奨励し，工業教育への専門

的な学習意欲を向上させることを目的として実

施しているものである。

高等学校在学中に取得した職業資格や技術・

技能検定の合格実績を得点化して，３０点以上の

生徒に「ジュニアマイスターシルバー」の称号

を贈り，さらに，４５点以上の特に優れた生徒に

「ジュニアマイスターゴールド」を贈るもので

ある。

（２） 本学に入学したマイスター顕彰認定者

本学には，過去７年間で，ゴールド１４５名，

シルバー３２０名，合計４６５名のジュニアマイス

４．入学生のジュニアマイスター資格取得の
実態と支援

４

図３－１ 過去７年（平成１４～２０年）のゴールド認
定者

図３－２ 過去７年間（平成１４～２０年）のシルバー
認定者



ター顕彰認定者が図３に示す各学科に入学して

いる。

これまでの調査から，本学に入学したマイス

ター認定者が，学業面でも活躍している様子が

確認されている。

今後も様々な角度からジュニアマイスター認

定者の追跡調査を行って，この資格を保持する

ことと，大学での学業との関係を明らかにして

いきたい。

（３） 資格取得に対する本学の対応

特別奨学生規程に基づき，ゴールド取得者等

優秀な者には，学費の一部を免除している。ま

た，資格等の試験合格による単位認定に関する

規程に基づき，平成１７年度から電気電子工学科

で，平成１８年度から機械工学科及び情報工学科

で各種資格等について単位認定を実施している。

（４） 入学後も資格取得に励む学生

平成１８年３月に卒業した電気電子工学科のA

君（埼玉県立春日部工業高等学校卒業）は，平

成１３年度第１回ジュニアマイスター顕彰の認

定で，全国最高得点（１３０点）を取得した。第

三種電気主任技術者，工事担任者デジタルアナ

ログ総合種などの高度な国家資格を取得してい

る。さらに，A君は，大学入学後，第二種電気

主任技術者を取得し，現在，取得した各種の資

格を生かし企業で活躍している。また，A君の

後輩である電気電子工学科修士２年のB君（埼

玉県立春日部工業高等学校卒業）は，同じく，

第三種電気主任技術者につづいて，大学入学後，

第二種電気主任技術者を取得した。

（５） カレッジマイスター制度

カレッジマイスター制度とは，本学のカリキ

ュラムの特徴の１つである工房教育プログラム

で，目標を達成した学生に「カレッジマイスタ

ー」の称号を与え，認定証とメダルを授与する

ものである。「工房」とは，学生がそれぞれの

課題に応じて，企画から設計・製作・施工など

にいたる一貫したものづくりを，１～３年間か

けてじっくり体験する場である。高等学校時代

ジュニアマイスターに挑戦した学生が，その経

験・資格を生かして活躍している。

この工房教育プログラムは２００５年度（平成１７

年度）の文部科学省（特色ある大学教育支援プ

ログラム）に採択されている。

文部科学省，埼玉県教育委員会，東京都教育

委員会，全国工業高等学校長協会等と連携・交

流を図っている。

これまで，彩の国未来創造フェア，全国工業

高等学校長協会夏季講習会，関東・中部インテ

リア教育研究会ものデザインコンテスト，全国

中学校技術家庭科教育研究会ものづくりフェア

を協賛・実施している。

全国工業高等学校長協会傘下の機械工業教育

研究会，電気教育研究会，建築教育研究会，デ

ザイン教育研究会，情報技術教育研究会等には，

毎年，本学教員が参加し，高等学校教員との交

流を図っている。

今年度は，教員免許状更新講習，独立行政法

人教員研修センター委託事業の産業教育実習助

手研修を実施した。

全国の主として工業系高校生を対象に各種の

コンテストを実施している。

（１） 建築設計競技

日本工業大学建築設計競技は，本学創立２０周

年記念事業の１つとして１９８７年から開始され，

今年で２３回を数える。本学では，高等学校の生

徒を対象とした建築設計の腕試しの場として，

また本学建築学科の設計教育活動の一環として，

このアイデア・コンペを実施している。 近年

では，著名な建築家として活躍されている方々

を審査委員として迎え，課題及び審査内容のさ

らなる充実を図っている。今年は審査委員に小

６．各種コンテストの開催

５．教育研究機関との交流，研究援助

５



嶋一浩氏を迎え「小さな豪邸」を課題として開

催した。本学入学を希望する人に限らず，現役

高校生の諸君によるフレッシュな提案を期待し

ている。今年度は，８１校から２７８点の応募があ

った。１１月１日に表彰式を行い，１等は山梨県

立富士北稜高校の遠山僚君であった。

（２） マイクロロボットコンテスト

本コンテストは，１インチ（２.５４cm）角の

ロボットが所定のコースを自立的に走行し，そ

の時間を競うものである。わずか１インチ角の

ロボット内にCPUやバッテリーを搭載し，高度

な機能を持たせる様なアイデアと設計能力が要

求される。本コンテストは，マイクロメカニズ

ムの実用領域への応用と，近年見られる各種ロ

ボットコンテストを融合し，高校生の創造性を

さらに刺激する新たなロボットコンテストとな

ることを目指している。

また，このコンテストでは，マイクロメカニ

ズムやロボットの設計を行うために必要な基礎

技術および実用化技術についての講習会，工作

教室などの開催も実施している。

走行競技用のグランドはA２用紙（約４０cm×

６０cm）程度で，高等学校の教育に取り入れや

すく，ロボットの構成材料も実習等で余った端

材で製作が可能なため，省エネルギー・省資源

をめざすエコロジーなロボットコンテストでも

ある。

今年度は，９月１２日に開催され，１７３台のエン

トリーがあった。優勝は長野県飯田工業高校大

平光介君であった。

（３） プロダクトデザインコンテスト

本コンテストは，実際の製造現場で最も使わ

れている３次元CAD（SolidWorks）を用いて思

い思いのイメージをデザインし，Tもの作りU

の楽しさを学ぶことを目的とするコンテストで

ある。３次元CAD（SolidWorks）を知らない高

校生でも，本学または出張講義でその使用法を

講義し，誰でも参加できる体制で実施している。

また，応募された作品の中から優秀な作品を

最新の加工法（積層造形法）を使ってCADデ

ータから，３次元形状のオブジェ（造形品）と

して作製し返却するので，実際の現場で行って

いる最先端のTもの作りUを体験することがで

きるのも大きな特徴である。

今年度は，「障がい者用自動車ハンドル」の

テーマ部門に４８点，自由デザイン部門に１７点の

応募があった。テーマ部門の最優秀者は群馬県

立伊勢崎工業高校古郡翔馬君，自由デザイン部

門の最優秀者は愛知県立起工業高校近藤衣理子

さんであった。

高大連携教育の意義は，高等学校にとっては，

次の２点があげられる。

①　高等学校教員では対応できない，発展的な

内容が学習できる。

②　生徒の学習に対する意欲や目的意識を高め，

生徒の適切な進路選択を支援できる。

大学としては，高大連携事業を通して，高等

学校教育の現状と課題を理解し，教育環境を見

直し，全教職員が一丸となって指導体制の充実

を図ることができる。

このように，高大連携教育は，高等学校・大

学の双方にとって大きな意義があると考える。

本学の取組は，拠点校として，高等学校６１校

と協定を結び，年間を通じて，組織的・計画的

な高大連携教育を進めていることが特色である。

ほぼ全教員が出前授業等のプログラムに参加し，

ものづくり教室やイベントを通じて，高等学校

と広範囲にわたる深い交流を図る体制が整って

おり，高等学校の要望に応えられる高大連携教

育を推進できるものと確信している。

今後本学は，より一層の高大連携を通じて，

大学教育の改善を図るとともに，工業教育の活

性化に貢献していく所存である。

７．おわりに

６
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